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▲北広瀬に完成した虎屋京都工場

▲開通を祝いテープカットする市長ら

▲民生児童委員さんと一緒に楽しんだおにごっこ

　一
月
三
十
日
、
南
丹
市
都
市
計

画
審
議
会
が
市
役
所
で
行
わ
れ
、

十
五
人
の
審
議
委
員
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

　審
議
会
で
は
、
園
部
町
地
域
と

八
木
町
地
域
の
南
丹
都
市
計
画
下

水
道
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
「
京
都
府
桂
川
中
流
流
域

関
連
園
部
町
公
共
下
水
道
」
と

「
（
同
）
八
木
町
公
共
下
水
道
」

を
「
（
同
）
南
丹
市
公
共
下
水

道
」
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
都
市
計

画
区
域
の
拡
大
に
よ
る
、
各
下
水

処
理
区
の
計
画
区
域
の
変
更
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　一
月
十
六
日
、
こ
つ
ぶ
っ
こ
広

場
を
南
丹
市
日
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
し
た
。
日
吉
町
地
域
の

就
学
前
の
子
育
て
家
庭
と
、
民
生

児
童
委
員
が
遊
び
を
通
じ
て
、
交

流
を
深
め
よ
う
と
毎
年
実
施
。
こ

の
日
も
十
二
人
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
が
参
加
し
、
お
に
ご
っ
こ

や
折
り
紙
で
の
コ
マ
作
り
な
ど
、

一
緒
に
楽
し
く
遊
び
ま
し
た
。

　こ
つ
ぶ
っ
こ
広
場
は
、
市
健
康

課
と
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

が
行
う
日
吉
町
地
域
の
子
育
て
広

場
で
、
月
一
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
☎
〇

七
七
一（
六
八
）〇
〇
八
二
ま
で
。

　一
月
三
十
一
日
、
八
木
町
北
広
瀬

に
建
設
さ
れ
て
い
た
虎
屋
京
都
工

場
の
し
ゅ
ん
工
披
露
が
行
わ
れ
、

麻
生
純
京
都
府
副
知
事
や
佐
々
木

稔
納
市
長
、
地
元
関
係
者
ら
約
九

十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　株
式
会
社
「
虎
屋
」
は
和
菓
子

製
造
販
売
の
大
手
企
業
で
、
京
都

工
場
で
は
、
地
元
産
の
原
材
料
を

使
っ
た
製
品
開
発
も
進
め
ら
れ
る

予
定
で
す
。
建
物
は
四
階
建
て
の

鉄
骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、

延
床
面
積
は
約
五
、
五
〇
〇
平
方

㍍
。
周
囲
の
環
境
に
配
慮
し
た

「
自
然
環
境
と
調
和
す
る
工
場
」

を
概
念
に
、
徹
底
し
た
衛
生
管
理

の
下
で
生
産
が
行
わ
れ
ま
す
。

和菓子の虎屋が八木町北広瀬で操業開始
ー虎屋京都工場しゅん工式ー

都
市
計
画
区
域
の
拡
大
に

よ
る
下
水
処
理
計
画
を
審
議

遊
び
な
が
ら
ふ
れ
あ
い

楽
し
く
子
育
て
し
よ
う

|
こ
つ
ぶ
っ
こ
広
場
で

　
　民
生
児
童
委
員
と
交
流
会
|

|
第
三
回
南
丹
市

　
　
　都
市
計
画
審
議
会
|

　一
月
二
十
五
日
、
美
山
町
和
泉

と
宮
脇
を
結
ぶ
、
一
般
府
道
和
泉

宮
脇
線
の
下
吉
田
バ
イ
パ
ス
・
ト

ン
ネ
ル
が
完
成
し
、
完
成
式
典
を

行
い
ま
し
た
。

　下
吉
田
バ
イ
パ
ス
は
全
長
一
、

〇
三
〇
㍍
で
、
平
成
十
七
年
三
月

に
は
蛍
愛
橋
を
含
む
五
五
〇
㍍
が

す
で
に
開
通
し
て
お
り
、
残
る
下

吉
田
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
が
待
ち
望

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
ト
ン

ネ
ル
を
含
む
残
り
の
四
八
〇
㍍
が

開
通
し
た
こ
と
で
、
幅
の
狭
か
っ

た
地
域
の
生
活
道
路
が
、
大
型
車

両
も
通
行
で
き
る
安
全
な
道
路
に

な
り
ま
し
た
。

新
た
な
道
路
が
開
通

|
下
吉
田
バ
イ
パ
ス
・

　
　
　ト
ン
ネ
ル
完
成
式
典
|

▲下水処理計画について審議されました

【
園
部
町
地
域
】

《
民
生
児
童
委
員
》

石
橋
　
茂
一
　
（
宮
町
）

井
㞍
　
喜
美
子
（
上
本
町
）

竹
内
　
恭
子
　
（
本
町
）

山
本
　
雅
子
　
（
若
松
町
）

貫
井
　
勤
　
　
（
新
町
）

中
村
　
　
郎
　
（
小
山
東
町
）

岩
田
　
政
子
　
（
小
山
東
町
）

野
口
　
義
雄
　
（
小
山
東
町
）

村
上
　
昇
　
　
（
小
山
西
町
）

大
坪
　
洋
子
　
（
小
山
西
町
）

吉
田
　
儀
正
　
（
栄
町
）

梅
木
　
寧
輔
　
（
美
園
町
）

　
井
　
惠
一
　
（
小
桜
町
）

田
中
　
彰
　
　
（
城
南
町
）

樋
口
　
和
滿
　
（
横
田
）

森
　
　
知
子
　
（
横
田
）

森
　
　
政
美
　
（
黒
田
）

小
寺
　
キ
ヨ
ヘ
（
上
木
崎
町
）

　民
生
児
童
委
員
は
、
地
域
に
お
い
て
援
助
を
必
要
と
す
る
生
活
に
お

困
り
の
人
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
、
障
が
い
の

あ
る
人
な
ど
の
福
祉
に
関
す
る
相
談
・
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童

の
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
任
児
童
委

員
は
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
専
門
的
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

　ご
相
談
の
あ
る
方
は
、
お
近
く
の
民
生
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 地

域
の
相
談
役

民
生
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

地
域
の
相
談
役

民
生
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

南
丹
市
民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん（
敬
称
略
）

※
（  

）
内
は
担
当
地
区
で
す
。
主
任
児
童
委
員
は
旧
町
全
域
を
担
当
し
ま
す
。

人
見
　
雅
子
　
（
河
原
町
）

木
村
　
明
美
　
（
木
崎
町
）

前
田
　
義
明
　
（
木
崎
町
）

﨑
山
　
豊
　
　
（
内
林
町
・
千
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
曽
我
谷
）

藤
木
　
栄
子
　
（
瓜
生
野
・
熊
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
新
堂
）

内
藤
　
政
男
　
（
船
岡
）

髙
屋
　
み
ち
子
（
高
屋
･
大
戸
･
熊
原
）

林
　
　
正
子
　
（
越
方
・
佐
切
）

髙
杉
　
千
津
子
（
竹
井
）

　
西
　
保
子
　
（
仁
江
）

楠
川
　
進
　
　
（
船
阪
）

谷
　
　
佳
代
子
（
大
西
）

　
　
　
富
美
江
（
宍
人
）

　
山
　
正
信
　
（
半
田
）

　
田
　
修
身
　
（
口
人
・
口
司
）

野
々
口
き
ぬ
ゑ
（
埴
生
）

下
間
　
利
夫
　
（
南
八
田
）

岡
本
　
み
さ
子
（
天
引
）

五
島
　
千
津
子
（
法
京
・
大
河
内
）

進
士
　
収  

（
殿
谷
・
若
森
・
南
大
谷
）

《
主
任
児
童
委
員
》

大
嶋
　
久
美
子
・
三
村
　
　
夫
・

　

村
　
逸
子

【
八
木
町
地
域
】

《
民
生
児
童
委
員
》

中
川
　
京
子
　
（
本
町
１
丁
目
）

秋
田
　
弘
子

　
　
　 

（
本
町
２
・
３
・
４
丁
目
）

　
山
　
幹
雄
　
（
本
町
５
・
６
丁
目
）

湊
　
　
正
治
　
（
栄
町
１
・
３
丁
目
）

加
茂
　
八
洲
雄
（
栄
町
２
丁
目
）

原
　
　
次
久
　

　
　
　  

（
栄
町
２
丁
目
・
垣
内
・
柴
山
）

平
田
　
裕
子

　
　
　  

（
本
郷
東
・
西
・
南
・
北
）

澤
田
　
道
子
　
（
西
田
・
井
ノ
尻
）

麻
田
　
榮
子
　
（
屋
賀
・
観
音
寺
）

中
川
　
晃
　
　
（
屋
賀
上
・
青
戸
）

村
上
　
不
二
子
（
北
屋
賀
）

國
府
　
清
美
　
（
北
屋
賀
）

中
川
　
純
子
　
（
氷
所
）

浅
田
　
祀
子
　
（
日
置
）

　
瀨
　
洋
子
　
（
刑
部
・
北
広
瀬
）

下
司
　
文
一
　
（
鳥
羽
・
玉
ノ
井
）

湯
浅
　
幹
男
　
（
美
里
）

　

西
　
豊
子

　
　
　  

　
（
室
河
原
・
木
原
・
池
ノ
内
）

　
瀨
　
ふ
き
子
（
八
木
嶋
）

　
瀬
　
光
子

　
　
　  

　
（
南
広
瀬
・
大
薮
・
折
戸
）

西
村
　
信
子
　
（
船
枝
）

松
本
　
則
子
　
（
山
室
）

三
觜
　
晴
子
　
（
室
橋
）

山
本
　
澄
枝
　
（
諸
畑
）

松
本
　
浩
子
　
（
池
上
・
野
条
）

谷
口
　
早
苗
　
（
神
吉
上
）

大
槻
　
昌
伸
　
（
神
吉
上
）

中
嶋
　
よ
し
江
（
神
吉
下
・
和
田
）

《
主
任
児
童
委
員
》

中
川
　
能
季
・
八
木
　
節
子

【
日
吉
町
地
域
】

《
民
生
児
童
委
員
》

吉
田
　
光
代
　
（
殿
田
上
）

井
尻
　
和
夫
　
（
殿
田
下
）

丸
山
　
敏
夫
　
（
木
住
）

鍋
田
　
和
夫
　
（
生
畑
）

近
藤
　
正
也
　
（
中
世
木
）

堂
前
　
佐
登
子
（
東
胡
麻
）

坪
之
内
　
好
野

　
　
　
　
　 

（
新
町
・
後
野
・
日
吉
平
）

船
越
　
重
雄
　
（
西
胡
麻
駅
前
・

　
　
　
　
　
　
　 

胡
麻
荘
園
・
栄
ケ
丘
）

林
　
　
と
よ
子
（
中
野
辺
・
中
村
・

　
　
　
　
　
　 

角
本
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）

木
戸
　
ウ
メ
ノ
（
上
胡
麻
）

小
島
　
ち
よ
子
（
広
野
）

谷
川
　
み
ゆ
き
（
畑
郷
）

塩
貝
　
し
げ
子
（
上
保
野
田
）

井
尻
　
正
美
　
（
下
保
野
田
）

船
越
　
充
子
　
（
志
和
賀
）

宮
田
　
洋
二
　
（
上
佐
々
江
）

土
井
　
保
江
　
（
中
・
下
佐
々
江
）

加
地
　
一
郎
（
東
組
・
海
老
谷
）

北
井
　
嘉
辰
（
中
組
・
吉
野
辺
）

大
沢
　
泰
一
　
（
殿
）

山
内
　
一
美
　
（
和
田
・
新
シ
）

藤
井
　
博
幸
　
（
片
野
・
片
野
住
宅
・

　
　
　
　 

ヴ
ェ
ル
ビ
ュ
ー
・
田
原
駅
前
）

《
主
任
児
童
委
員
》

勝
田
　
淑
子
・
粟
田
　
千
八
栄

【
美
山
町
地
域
】

《
民
生
児
童
委
員
》

中
野
　
愛
子
　
（
南
・
北
）

名
古
　
清
　
　
（
中
・
河
内
谷
）

上
野
　
清
美
　
（
下
・
知
見
）

大
牧
　
貞
子
　
（
江
和
・
田
歌
）

登
尾
　
久
嗣
　

　
　
　
　
　 

（
芦
生
・
白
石
・
佐
々
里
）

桂
　
　
ひ
さ
子
（
又
林
・
下
平
屋
）

高
野
　
長
司
　
（
上
平
屋
・
安
掛
）

　
井
　
正
巳
　
（
野
添
・
長
尾
・
深
見
）

栢
下
　
壽  

（
荒
倉
・
大
内
・
内
久
保
）

植
林
　
央
子
　
（
原
・
板
橋
・
宮
脇
）

南
　
　
清
　
　
（
下
吉
田
・
島
）

川
勝
　
仁
司
　
（
長
谷
・
上
司
）

樋
口
　
三
千
男
（
和
泉
）

山
﨑
　
豊
子
　
（
静
原
）

市
原
　
重
忠
　

　
　
　 

（
今
宮
・
栃
原
・
砂
木
・
棚
）

大
秦
　
正
　
　
（
川
合
・
殿
・
田
土
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

上
吉
田
・
林
）

上
田
　
孝
子
　
（
舟
津
・
松
尾
・

　
　
　
　
　
　
　
　 

神
谷
・
名
島
・
洞
）

田
中
　
幹
生
　

　
　
　 

（
庄
田
・
脇
・
熊
壁
・
山
森
）

小
寺
　
俊
彦
　
（
萱
野
・
大
野
）

藤
井
　
加
鶴
子
（
川
谷
・
岩
江
戸
）

梅
津
　
義
明
（
肱
谷
・
小
渕
・
音
海
）

梅
津
　
悦
子
　
（
向
山
・
樫
原
）

《
主
任
児
童
委
員
》

坂
本
　
二
三
　
・
中
野
　
忠
樹

◆
民
生
児
童
委
員
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
社
会
福
祉
課

☎
〇
七
七
一
―
六
八
―
〇
〇
〇
七

圭吉

伝今兀

伝今兀

伝今兀

隆隆塔

菅

角

惠

廣廣廣


